
◇この講習会は、市民ふくし大学講座 基礎講座です。
　専門講座を終了すると、いが見守り支援員として認定されます。

基礎講座 専門講座
いが見守り
支援員

いが見守り支援員養成公開講座第20期
主催／伊賀市社会福祉協議会　共催／一般財団法人 三重県友の会伊賀支部

どなたでも受講いただけます。
見守り支援員になるためには、
専門講座（２０時間程度）の
受講が必要です。

市民ふくし
大学講座

　　　　　　
　　
　　

　
　
　
　
●
普
段の

くら
しの中

の、日常のおつきあいの大切さ
●

■ 問い合わせ先／伊賀市社会福祉協議会　☎ 0595-21-5866・FAX26-0002

　13:30～
　◆市民ふくし大学講座見守り支援員ガイダンス
　14:00～
　◆講演 /「支え合い・つながりのある地域づくり」
　   講師 /全国コミュニティライフサポートセンター   
　　　  　　理事長 池田 昌弘氏

参加費無料・申込不要

★情報支援が必要な方は、
お早めにご連絡ください。

　プ
ロ
グ
ラ
ム

■ 池田 昌弘氏 プロフィール  
全国コミュニティライフサポートセンター 理事長
社会福祉法人全国社会福祉協議会、社会福祉法人栃木
県社会福祉協議会、社会福祉法人東北福祉会「せんだ
んの杜」副杜長 （特別養護老人ホームなどの施設長を
併任）を経て、2005（平成 17）年 7月から現職。
【委員】
・厚生労働省 地域共生社会に向けた包括的支援と多様
な参加・協働の推進に関する検討会 委員（令和元年度）
・厚生労働省 共生型サービスの実態把握及び普及啓発
に関する調査研究事業検討委員会 委員（令和元年度）
・厚生労働省 中山間地域における複合的な地域共生社
会に向けた調査研究事業 委員（令和元年度）

とき  令和元年   10月23日   水 
　            13:30～16:00
ところ  蕉門ホール ( 前田教育会館）
　　　    （ 伊賀市大谷 670　☎24-5511 ） 

令
和

元年
 9月15日発
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募金の方法
戸別募金・街頭募金・学校募金・法人募金・
職域募金・個人募金・イベント募金・その他
戸別募金（その他、NHK歳末たすけあい）

募金のつかいみち
社会福祉団体や社会福祉施設の事業活動費、
市町村地域福祉活動費、災害時の被災地支援活動等
歳末時期にさまざまな地域福祉活動を重点的に展開
支援する福祉課題（テーマ）に対する募金

運動期間

10～12月

　12月
 1～3月

募金の種類
一般募金

（赤い羽根共同募金）
歳末たすけあい募金
テーマ型募金

＊
＊

＊

＊

＊＊

＊

戦後間もない昭和 22 年（1947 年）から、市民が中心となって始まった
募金活動で、福祉のまちづくりを支える募金なんですよ。
今年も 10月 1日から 3月 31日まで全国一斉におこなわれます。

伊賀市で集められた募金の約 8 割はふれあい・いきいきサロンや地域の福
祉団体の活動費や交流会・研修会などの市内の地域福祉活動に使われてお
り、約 2割が三重県内の福祉活動や災害支援のために使われます。
詳しくは、「赤い羽根共同募金のお願い」（P4～5）を見てくださいね。

ぼく、三重県伊賀市の観光大
使、いが☆グリオだぐりよ♪
伊賀市に住んでいる小学校３
年生として、だいすきな伊賀
のふくしのこと、もっと知り
たいぐりっ★

★僕もガチャガチャ募金の缶バッジで協力しているぐり！
自分たちのまちを良くする『共同募金』にみんなで協力しようぐり！

戸別募金、街頭募金、法人募金、学校募金、職域募金、イベント募金、個
人募金などがあります。地域の福祉に関心をもっていただけるよう、さま
ざまな場面で募金活動がおこなわれているんです。

そうなんだぐりね！募金にはどんな方法があるぐりか？

ねぇねぇ、「赤い羽根共同募金運動」って、どうやって始まったぐり？

へぇ～！集められた募金はどうなるぐり？

その 23
 「共同募金ってなんだぐり？」の巻

 今月お答えするのは
阿山地域センター
の、今中美紀です。
共同募金の取り組み
についてご紹介しま
す！！

ところで、「愛ちゃん」と「希望くん」ってだれなんだぐり？

「愛ちゃん」と「希望くん」は、共同募金運動のシンボルキャラクターです。
お姉さんの「愛ちゃん」と弟の「希望くん」は、共同募金運動の広報活動を
活発にし、かつ運動に親しみを感じてもらえるように作成されたんですよ。
共同募金は、地域の皆さんのやさしい気持ちが集まって、自分たちのまち
を良くする活動に使われます。ぜひ、皆さんもご協力ください★

共同募金運動のシンボルキャラクター
「愛ちゃん」と「希望くん」
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当
院
で
は
本
年
６
月
に
超
音
波
内
視
鏡

(

Ｅ
Ｕ
Ｓ: Endoscopic Ultra sonography)

を
導
入
し
ま
し
た
。Ｅ
Ｕ
Ｓ
は
、超
音
波（
エ

コ
ー
）
装
置
が
備
わ
っ
た
内
視
鏡
で
、
胃
・

十
二
指
腸
か
ら
そ
の
周
囲
の
組
織
や
臓
器

な
ど
を
観
察
で
き
ま
す
。Ｅ
Ｕ
Ｓ
は
一
般
的

な
体
表
か
ら
の
エ
コ
ー
検
査
と
異
な
り
、

胃
や
腸
の
中
の
空
気
や
腹
壁
、
腹
腔
内
の

脂
肪
、
骨
が
エ
コ
ー
の
障
害
に
な
る
こ
と

が
な
く
、
目
的
の
病
変
の
近
く
か
ら
観
察

が
行
え
る
た
め
、
よ
り
詳
細
に
病
変
の
位

置
や
大
き
さ
や
内
部
構
造
な
ど
の
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
消
化
管

の
内
側
か
ら
病
変
に
直
接
針
を
刺
し
て
組

織
を
採
取
（
生
検
と
い
い
ま
す
）
す
る
こ

と
に
よ
り
確
定
診
断
も
可
能
で
す
。
胃
カ

メ
ラ
と
同
じ
よ
う
に
口
か
ら
内
視
鏡
を
挿

入
し
ま
す
が
、
鎮
静
剤
や
鎮
痛
剤
を
使
用

し
て
で
き
る
だ
け
負
担
の
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
主
に
膵
臓
疾
患
に
対
す
る

精
密
検
査
と
し
て
用
い
て
い
ま
す
。
膵
臓

疾
患
の
中
で
も
膵
が
ん
の
早
期
発
見
が
重

要
で
す
。
膵
が
ん
は
早
期
の
状
態
で
は
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
進
行
し
て
か

ら
腹
痛
・
体
重
減
少
・
黄
疸
な
ど
で
気
づ

く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
た
め
、

膵
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
と
き
は
進
行
し
た

状
態
で
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

早
期
発
見
の
た
め
に
は
膵
癌
の
リ
ス
ク
を

複
数
有
す
る
方
へ
の
検
査
が
重
要
と
考
え

ま
す
。
合
併
症
（
慢
性
膵
炎
・
糖
尿
病
・

膵
管
内
乳
頭
粘
液
性
腫
瘍・膵
嚢
胞・肥
満
）

『
超
音
波
内
視
鏡
の
導
入
』

　
　
　
　

上

野総
合市民病院より

　
　
　
　
伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
化
器
・
肝
臓
内
科
　
池
田
　
正
俊
　

が
あ
る
こ
と
、
家
族
歴
（
両
親
・
兄
弟
・

子
が
膵
が
ん
で
あ
る
）が
あ
る
こ
と
、喫
煙
・

多
量
飲
酒
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
リ
ス
ク
で

す
。Ｃ
Ｔ
や
М
Ｒ
Ｉ
検
査
で
膵
臓
に
腫
瘤
や

膵
管
の
拡
張
な
ど
が
み
ら
れ
る
方
で
膵
が

ん
の
リ
ス
ク
を
有
す
る
な
ど
総
合
的
に
判

断
し
、Ｅ
Ｕ
Ｓ
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
エ
コ
ー
や
Ｃ
Ｔ
、М
Ｒ
Ｉ
検

査
が
普
及
し
、
膵
管
内
乳
頭
粘
液
性
腫
瘍

(

Ｉ
Ｐ
М
Ｎ:intraductal papillary 

m
ucinous neoplasm

)

と
い
う
膵
管
内

か
ら”

ド
ロ
ッ”

と
し
た
粘
液
が
つ
く
ら

れ
て
、
膵
管
の
一
部
が
拡
張
す
る
病
気
が

た
び
た
び
発
見
さ
れ
ま
す
。Ｉ
Ｐ
М
Ｎ
は
、

”

予
後
の
良
い
膵
が
ん”

と
さ
れ
、
が
ん

化
ま
で
非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
経
過
を

た
ど
り
ま
す
。
手
術
が
唯
一
の
治
療
法
で

す
が
、
膵
臓
の
手
術
は
比
較
的
大
き
な
手

術
で
す
の
で
、Ｉ
Ｐ
М
Ｎ
が
小
さ
な
う
ち
に

予
防
的
に
手
術
す
る
こ
と
は
お
勧
め
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
エ
コ
ー
や
Ｃ
Ｔ
、М
Ｒ

Ｉ
検
査
や
Ｅ
Ｕ
Ｓ
を
用
い
、
大
き
さ
や
内

部
構
造
を
定
期
的
に
観
察
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
Ｅ
Ｕ
Ｓ
を
行
う
に
は
特
殊
な
技
術
が
必
要

な
た
め
、
全
ス
タ
ッ
フ
が
日
々
研
鑽
を
重
ね

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
高
度
な
医

療
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

　
　
☎
０
５
９
５
（
24
）
１
１
１
１

　
　
FAX 

０
５
９
５
（
24
）
２
２
６
８

 

　い
け
だ
　
　
　
ま
さ
と
し

伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
理
事
・
監
事
の
ご
紹
介

　
任
期
満
了
に
伴
う
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
・
監
事
の
改
選
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
新
た
に
選
任
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
通
り
で
す
。

理
事

役
職

選
出
区
分

氏
名(

敬
称
略)

会
長
理
事

学
識
経
験
者

福
壽　
勇

副
会
長
理
事

地
域
住
民
団
体
の
代
表
者

奥　
千
史

理
事

地
域
住
民
団
体
の
代
表
者

奥
澤　
重
久

地
域
住
民
団
体
の
代
表
者

北
川　
幸
治

社
会
福
祉
施
設
等
の
社
会
福
祉
事
業
を
経
営
す

る
団
体
の
役
職
員

小
竹
　
紀
忠

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
代
表
者

中
村　
伊
英

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

松
井　
謙
二

行
政
役
職
員

田
中　
満

学
識
経
験
者

平
田　
久
二

学
識
経
験
者

勝
本　
順
子

業
務
執
行
理
事
伊
賀
市
社
協
常
務
理
事

平
井　
俊
圭

伊
賀
市
社
協
事
務
局
長

乾　
光
哉

監
事

地
域
の
福
祉
関
係
者

中
嶋　
孝

財
務
諸
表
等
を
監
査
し
う
る
者

辻
村　
美
樹

顧
問

学
識
経
験
者

中
林　
豊

（
任
期
：
令
和
元
年
６
月
27
日
～
令
和
３
年
６
月
定
時
評
議
員
会
ま
で
）



  No.164 　　9 月号 4

(青山介護者の会コスモスの会)

地域福祉団体助成事業

令和元年度 目標額
12,132,500 円

赤い羽根
共同募金
ご協力の
お願い

ご
協

力
あり
がとうござい

ま
す

ひとりひとりのやさしい気持ちが、まちの福祉を支えています。
三重県共同募金会 伊賀市共同募金委員会
〒518-0869伊賀市上野中町2976-1上野ふれあいプラザ３階　☎0595-21-5866

12,600,802 円
職域募金 　 1,310,168 円
個人募金　 　 448,255 円
イベント募金 388,780 円
その他     　  479,344 円

戸別募金 7,099,875 円
街頭募金     482,835 円
学校募金 241,312 円
法人募金 2,150,233 円

平成30年度 伊賀市共同募金委員会実績額

配分金は、令和元年度事業に充当されます。

三重県
共同募金会

様々な
福祉活動
に活用

福祉施設

社会福祉協議会

三重県共同募金会
伊賀市共同募金委員会→ →

→

→

→

→
■共同募金の流れ

商店・街頭・
会社・家庭・
学校

12,600,802円

地域福祉団体助成事業 
地域福祉に取り組む当事者組織、ボランティア
市民活動団体、地域団体等に対し、資機材購
入や研修・調査活動等への助成を行います。

災害見舞金・災害救援支援金給付事業 
市内で発生した、天災人災を問わない局地的
災害により全焼（全壊）または半焼（半壊）
の被災者への見舞金や、地域住民による炊き
出し等の支援活動への支援金を給付します。

福祉映画会等開催事業 
市民への福祉活動の啓発として、福祉映画会
を開催します。配布した鑑賞券代は、イベン
ト募金として取り扱います。

緊急食料等提供事業 
市内居住の低所得者が、緊急的かつ一時的に
生計の維持が困難となった場合、食料等の現
物提供により、世帯の自立生活を支援します。

火災警報器取り付け支援事業 
重度心身障害者や一人暮らし高齢者世帯等の
火災警報器設置状況を調査し、必要に応じて
取り付けを支援します。

子育てサロン講師派遣事業 
音楽療法及び３B体操教室、ベビーマッサージ
の講師を派遣します。

ふれあい・いきいきサロン支援事業
身近な地域で、高齢者や障がいのある方、子
育て中の親、ボランティア等が協働で企画・
運営をし、見守りや閉じこもり、孤立や介護
予防を目指す仲間作りの場を支援します。

令和 元 年度 共同募金配分金事業予算 【三重県共同募金会 伊賀市共同募金委員会配分】

市民のみなさまへ
　秋の深まりとともに、今年も赤い羽根共同募金運動の時期がやってまいりました。
　昨年は、市民の皆さま方の深いご理解とご協力により、多大なる募金が集まりましたことを厚くお礼申し
上げます。寄せられました募金は、社会福祉協議会をはじめ、福祉施設、ボランティア団体等に配分され、
伊賀市内の高齢者や障がい者、子どもたちを取り巻く、様々な福祉活動に大きな役割を果たさせていただい
ております。また、頻発する国内での風水害や地震による災害救援活動にも活用させていただいております。
　今年も、１０月１日から全国一斉に、赤い羽根共同募金運動が展開されます。だれもが住み慣れた地域で
安心して暮らすことができる地域社会づくりの実現のため、この運動に多くの方々のご支援ご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三重県共同募金会伊賀市共同募金委員会　会 長　松井 謙二

Red Feather Community Chest Movement

(内保ほほえみサロン)

ふれあい・いきいきサロン支援事業

三重県共同募金会
　　広域配分

（県下の社会福祉施設・
団体、災害時の活動
支援などに配分）
2,832,200円
   （22.5％）

三重県共同募金会
　　広域配分

（県下の社会福祉施設・
団体、災害時の活動
支援などに配分）
2,832,200円
   （22.5％）

地域福祉団体
助成事業
2,200,000円
（17.5％）

火災警報器
取り付け支援事業
1,013,000円
（8％）

全市統一事業
480,000円
（3.8％）

事務費
275,602円
（2.2％）

ふれあい・いきいき
サロン支援事業
5,800,000円 
(46％）
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地域福祉団体助成事業

令和元年度 目標額
12,132,500 円

赤い羽根
共同募金
ご協力の
お願い

ご
協

力
あり
がとうござい

ま
す

ひとりひとりのやさしい気持ちが、まちの福祉を支えています。
三重県共同募金会 伊賀市共同募金委員会
〒518-0869伊賀市上野中町2976-1上野ふれあいプラザ３階　☎0595-21-5866

12,600,802 円
職域募金 　 1,310,168 円
個人募金　 　 448,255 円
イベント募金 388,780 円
その他     　  479,344 円

戸別募金 7,099,875 円
街頭募金     482,835 円
学校募金 241,312 円
法人募金 2,150,233 円

平成30年度 伊賀市共同募金委員会実績額

配分金は、令和元年度事業に充当されます。

三重県
共同募金会

様々な
福祉活動
に活用

福祉施設

社会福祉協議会

三重県共同募金会
伊賀市共同募金委員会→ →

→

→

→

→
■共同募金の流れ

商店・街頭・
会社・家庭・
学校

12,600,802円

地域福祉団体助成事業 
地域福祉に取り組む当事者組織、ボランティア
市民活動団体、地域団体等に対し、資機材購
入や研修・調査活動等への助成を行います。

災害見舞金・災害救援支援金給付事業 
市内で発生した、天災人災を問わない局地的
災害により全焼（全壊）または半焼（半壊）
の被災者への見舞金や、地域住民による炊き
出し等の支援活動への支援金を給付します。

福祉映画会等開催事業 
市民への福祉活動の啓発として、福祉映画会
を開催します。配布した鑑賞券代は、イベン
ト募金として取り扱います。

緊急食料等提供事業 
市内居住の低所得者が、緊急的かつ一時的に
生計の維持が困難となった場合、食料等の現
物提供により、世帯の自立生活を支援します。

火災警報器取り付け支援事業 
重度心身障害者や一人暮らし高齢者世帯等の
火災警報器設置状況を調査し、必要に応じて
取り付けを支援します。

子育てサロン講師派遣事業 
音楽療法及び３B体操教室、ベビーマッサージ
の講師を派遣します。

ふれあい・いきいきサロン支援事業
身近な地域で、高齢者や障がいのある方、子
育て中の親、ボランティア等が協働で企画・
運営をし、見守りや閉じこもり、孤立や介護
予防を目指す仲間作りの場を支援します。

令和 元 年度 共同募金配分金事業予算 【三重県共同募金会 伊賀市共同募金委員会配分】

市民のみなさまへ
　秋の深まりとともに、今年も赤い羽根共同募金運動の時期がやってまいりました。
　昨年は、市民の皆さま方の深いご理解とご協力により、多大なる募金が集まりましたことを厚くお礼申し
上げます。寄せられました募金は、社会福祉協議会をはじめ、福祉施設、ボランティア団体等に配分され、
伊賀市内の高齢者や障がい者、子どもたちを取り巻く、様々な福祉活動に大きな役割を果たさせていただい
ております。また、頻発する国内での風水害や地震による災害救援活動にも活用させていただいております。
　今年も、１０月１日から全国一斉に、赤い羽根共同募金運動が展開されます。だれもが住み慣れた地域で
安心して暮らすことができる地域社会づくりの実現のため、この運動に多くの方々のご支援ご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三重県共同募金会伊賀市共同募金委員会　会 長　松井 謙二

Red Feather Community Chest Movement

(内保ほほえみサロン)

ふれあい・いきいきサロン支援事業

三重県共同募金会
　　広域配分

（県下の社会福祉施設・
団体、災害時の活動
支援などに配分）
2,832,200円
   （22.5％）

三重県共同募金会
　　広域配分

（県下の社会福祉施設・
団体、災害時の活動
支援などに配分）
2,832,200円
   （22.5％）

地域福祉団体
助成事業
2,200,000円
（17.5％）

火災警報器
取り付け支援事業
1,013,000円
（8％）

全市統一事業
480,000円
（3.8％）

事務費
275,602円
（2.2％）

ふれあい・いきいき
サロン支援事業
5,800,000円 
(46％）
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音
楽
療
法
う
た
お
う
会
を
通
し
て
楽

し
く
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

は
じ
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！

（
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要
）

認
知
症
・
介
護
予

防
教
室
の
ご
案
内

生
活
援
助
従
事
者
研
修
（
２

回
目
）
受
講
生
募
集
！

　
福
祉
・
介
護
職
場
の
人
材
不
足
を
改
善

す
る
た
め
、働
い
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、

生
活
援
助
従
事
者
研
修
を
行
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
10
月
21
日
（
月
）
～
11
月

29
日
（
金
）
必
着

【
研
修
期
間
】
12
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
～
２
月
13
日
（
木
）（
12
日
間
）

【
受
講
場
所
】
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
（
津
市
桜
橋
２
‐
１
３
１
）

【
応
募
要
件
】
三
重
県
に
住
民
登
録
し
て

い
る
働
い
て
い
な
い
方
で
、
概
ね
70
歳
未

満
の
方

研
修
終
了
後
、
福
祉
・
介
護
現
場
で
働
け

～
地
域
に
ひ
ろ
が
り　
地
域
が
笑
顔
に
～ 　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
知
る
チ
ャ
ン

ス
！ 

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

【
日
時
】 

10 

月 

20 

日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

10 

時
～ 

13 
時 

【
会
場
】
い
が
ま
ち
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

愛
の
里 

【
主
催
】
い
が
ま
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会 

【
内
容
】

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介 

◆
元
気
い
っ
ぱ
い
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
「
フ

ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
トJr

」
が
登
場
！

◆
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
実
演「
や
っ
ち
ゃ

ん
ふ
く
ち
ゃ
ん
」 

　

そ
の
他
、
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
皆

が
楽
し
み
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

福
祉
を
学
べ
る
ブ
ー
ス
や
屋
台
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
伊
賀
市
社
協
い
が
ま

ち
地
域
セ
ン
タ
ー　

 

☎
45
‐
１
０
１
２

第
11
回
い
が
ま
ち
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

音
楽
療
法
う
た
お
う
会

《
上
野
会
場
》

【
日
時
】
10
月
23
日
（
水
）　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
～
11
時

【
場
所
】
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
５
階

　
※
駐
車
場
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

《
阿
山
会
場
》

【
日
時
】
10
月
８
日
（
火
）　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
14
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】
阿
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

《
大
山
田
会
場
》

【
日
時
】
10
月
９
日
（
水
）　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

【
場
所
】
大
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー
和
室

※
教
室
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

各
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

若者の職業的自立のための総合相談窓口
いが若者サポートステーションいが若者サポートステーション
～15～39歳までの「働きたい悩みを抱えている人」を支援しています～

★就職相談と各種講座をしています（要予約）★

 
無 料

無料「パソコン講座」開催
【ＰＣ入門  ワード・エクセル・パワーポイント】
●日程　10月7日(月)/9日(水)
　11日(金)/16日(水)/18日(金)
●時間／10:00～15:15

■住所／伊賀市上野丸之内57-4 センタービル１階
■☎＆Fax／0595-22-0039 ■メール／iga-saposute@npo-en.or.jp
■開所日／月～金曜日 9:00～17:00 (土・日・祝 年末年始は休み)

仕事にいかせる‼■ストレスマネジメント講座

★ ハローワーク伊賀 出張相談日／9月17日(火)・10月15日（火） 13:00～16:00

日時：９月２４日（火）10時～11時30分
講師：岡田　敦さん（上野病院　公認心理師）
～認知（考え）と行動を主に使って、自分のスト
レスを知り、その対処法を身に着けるトレーニ
ングをしましょう～

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
市
民
活
動
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

  国土交通大臣認定    福祉有償運送「移動・送迎運転協力者講習」
及び  「セダン講習」受講者募集！！  

令和元年度 第２期講習 !!
定員30名 (定員になり次第締切 )

◆日時／令和元年１１月１６日（土）・１７日（日）8:30～ 17:00  ※２日間通して受講が必要
◆場所／いがまち保健福祉センター「愛の里」（伊賀市愛田 513）
◆受講料／伊賀市・名張市在住在勤の方／ 10,000円
　　　　　その他の方／ 12,000円 （資料代を含む）
◆申込・問い合わせ先／いが移動送迎連絡会事務局（伊賀市社協内）
　　　　　　　　　　  ☎21-5866 ／ FAX26-0002
　申込用紙は伊賀市社協各地域センターにおいてあるほか、ＦＡＸで送付します。
　伊賀市社協HPからダウンロードもできます ▼http://www.hanzou.or.jp/
◆申込期間／１０月１日（火）～　※申込者が15名未満の場合、開催できないことがあります。

る
方

【
募
集
定
員
】
39
名
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

【
受
講
料
】
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己

負
担
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会　
三
重
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー　
介
護
職
員
初
任
者
研
修

担
当  

☎
０
５
９
‐
２
２
７
‐
５
１
６
０



主催／伊賀市社会福祉協議会・共催／伊賀市社会福祉法人連絡会
2019年度

夏夏
みみ休休 報告！

♥ 障害福祉サービス事業 かしの木ひろば
　ご利用者への昼食の配膳の体験などもしました。
毎年、兄弟で参加している参加者からは、「車いす
の使い方や、人との接し方など勉強になった。」と
の感想があり、施設スタッフからも「一生懸命取
組んでいました」とのお話がありました。

♥ 特別養護老人ホーム いがの里　
　リハビリの先生に教えてもらいながら、リハビ
リ活動のお手伝い！「ボールを投げる強さが難し
かった」との感想でしたが、利用者さんから「上
手やったよ。手伝ってくれて、ありがとう」と声
をかけていただき、緊張もほぐれて笑顔に。

♥ デイサービスセンターしまがはら
　スタッフから車いすの取扱い方法を聞き、利用者
の受け入れから 1 日のスタート。車いすを押す係と
荷物を運ぶ係に分かれ、利用者と一緒に食堂に向か
います。実際にお年寄りを乗せて動かすのは初めて
で、ドキドキしながらも安全に移動出来ていました。

♥ 特別養護老人ホーム ぬくもり園
　デイサービスに到着した人の手の消毒のお手伝
い。「最初は緊張したけど『ありがとう』といって
もらえてうれしかったです。勉強ではなかなか学べ
ないことも教えてもらったし、介護される人の気持
ちもよくわかりました。」との感想がありました。

♥ おおやまだデイサービスセンター鶴寿園
　おじいちゃんおばあちゃんと一緒に遊んだり、
体操したり、お手伝いをして、楽しく夕方まで過
ごしました。「何をしているところか、わかった」「楽
しかったし、また参加したい」などの感想があり
ました。

♥ 特別養護老人ホーム森の里（こだま館）
　スタッフに教わりながら、利用者のおやつ作り
にチャレンジ！参加者からは、「介護士さんは利用
者さんのために何でもしてあげるのではなく、利
用者さんはできる限り自分でするなど、知らなかっ
たことが知れた」との感想がありました。

★市内 24か所の福祉施設で、延べ約 80名が交流体験を行いました。

7 No.164 　　9 月号



数字で見る伊賀市の福祉自分達が調理したお弁当を、色々なボランティアグルー

プ並びに民生委員さんにご協力いただきながら活動をしております。「折り紙ボ

ランティア」には、毎月１回弁当に華を添える作品を提供してくれています。

お弁当の搬送は、「仕事人　福祉の里」に民生委員さんのお宅までお願いし、民

生委員さんには見守り活動を兼ねて、利用者のお宅まで配達いただいておりま

す。

これらそれぞれの活動がつながって、食事サービス事業を続けていけるよう、

これからも一丸となって頑

張っていきたいと思いま

す。

※集計処理の関係で前々月末日時点の数値です。
※伊賀市の人口は外国人住民を含めた数です。
※ 65 歳以上の高齢者及び高齢化率には外国人住民
も含まれています。
※ 75 歳以上の高齢者及び後期高齢化率には外国人
住民も含まれています。
※ 75 歳以上の高齢者の全人口に占める割合を後期
高齢化率と表記しています。
※介護保険認定者数は要支援・要介護認定者数です。

この広報誌は、社協会費、有料広告費等により発行しております。   No.164  　　9 月号  8

編
集
後
記

伊賀市の人口
65歳以上の高齢者
高齢化率
75歳以上の高齢者
後期高齢化率
介護保険認定者数

	 ９１，４７９人（－85人）
　２９，６２２人（＋30人）

　　３２．４％（＋0.1％）
１５，８５９人（＋3人）

１７．３％（±0.0％）
６，２０６人（＋36人）

編集・発行　　　　　社会福祉法人 伊賀市社会福祉協議会

● 伊賀市社会福祉協議会ホームページ ●　 http://www.hanzou.or.jp/

　
今
月
号
か
ら
文
字
の
基
本
的

な
大
き
さ
を
10
ポ
イ
ン
ト
か
ら

11
ポ
イ
ン
ト
に
拡
大
し
ま
し
た

が
、
小
さ
な
ポ
イ
ン
ト
を
使
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
も
少
し
ず
つ
、
読
み
や
す

い
紙
面
に
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
社
協
だ
よ
り
「
あ
い
し
あ

お
う
」
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

　
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あなたのまちのふれあい・いきいきサロン（151）
サロンゆいっこ

メンバー数／約 20名
開催場所／ぬくもりの館「おとまる」
開催頻度／毎週月曜日

　阿山の丸柱地域では、平成 30 年４月、「サロンゆいっこ」が丸
柱地区市民センターでスタートしました。ゆいっこは気軽に寄っ
てもらえる居場所、参加者もお客さんではなく、運営に関わって
もらえるような「お互いがお互いを支えあう仲間づくり」を目的
に毎週月曜日に開催されています。ゆいっこの名前もそんな意味
を持つ「結」から取っています。
　ゆいっこでは参加者それぞれが得意なことを持ち寄り、時には
講師となって好きなことをして過ごしています。月末にはスタッ
フの皆さんの心のこもった昼食が提供され、参加者みんなで食べ
るのが楽しみのひとつとなっています。今年の 4 月にはまるばし
ら保育所の跡地に、新しい福祉の拠点、「ぬくもりの館 おとまる」
が誕生し、ゆいっこもそちらに場所を移し開催しています。
　代表者の川村さんは「今は週に 1 回しか開いていませんが、も
う少し回数を増やして地域の人が誰でも気楽に自由に集える場に
したい。」と語ってくださいました。ステキな新しい拠点での皆さ
んの楽しい笑い声が印象的なサロンでした。

地
域
セ
ン
タ
ー

本
部・上
野

〒518-0869 
伊賀市上野中町2976番地1 上野ふれあいプラザ３階
TEL：0595（21）5866／FAX：0595（26）0002
Eｰmail：info@hanzou.or.jp（本部） ueno@hanzou.or.jp（上野地域センター）

〒519-1413
伊賀市愛田513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
TEL：0595（45）1012／FAX：0595（45）1050
Eｰmail：iga@hanzou.or.jp

〒519-1711
伊賀市島ヶ原4743番地 島ヶ原福祉センター「清流」
TEL：0595（59）3132／FAX：0595（59）3145
Eｰmail：shimagahara@hanzou.or.jp

〒518-1313
伊賀市馬場1128番地の1　阿山保健福祉センター
TEL：0595（43）1854／FAX：0595（43）1577
Eｰmail：ayama@hanzou.or.jp

〒518-1422
伊賀市平田656番地の1　大山田福祉センター
TEL：0595（47）0780／FAX：0595（46）1165
Eｰmail：ooyamada@hanzou.or.jp

〒518-0226
伊賀市阿保1988の1番地　青山福祉センター
TEL：0595（52）2999／FAX：0595（52）3555
Eｰmail：aoyama@hanzou.or.jp
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数字で見る伊賀市の福祉 令和元年７月３１日現在（前月比）
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●活動を始めたきっかけ
　警察官の仕事を定年退職まで勤めたあと、伊賀に戻り、仕
事として伊賀市の業務に携わるかたわら、自治協活動に参加
しました。初めは、前職のこともあり、防災・安全部会に所
属していましたが、平成 25年度からは、健康・福祉部会で
の活動依頼があり、現在まで続けています。
●活動内容
　部会活動として、健康と交流のために、「歩こう会」を企画
実施しています。また、「地域で安心して暮らすためのアンケー
ト」から見えてきた課題の一つの「一人暮らし高齢者の見守り」
に対して、同地区内の健康・福祉部会員による訪問を隔月で
行い、日頃から顔のみえる関係づくりができるよう取り組ん
でいます。
●今後の抱負
　少子高齢化、空き家の増加など、様々な課題がありますが、
高齢になっても元気に活動できる地域、安心して子どもが育
てられる地域になるよう行政との連携をしっかりしながら活
動をしていきたいです。 No.159
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こういち
一さん（71歳）

大山田在住
山田地域住民自治協議会
健康・福祉部会長


